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【事業再評価の対象となる事業とは】

(1) 事業採択後、５年経過した時点で未着工

(2) 事業採択後、５年経過した時点で継続中

(3) 準備・計画段階で５年経過した事業

(4) 再評価実施後、５年経過した時点で未完了

越谷市公共事業再評価実施要綱第３条より、

国庫補助事業のうち、以下いずれかに該当するもの

本件は (2) に該当

（令和２年度に事業採択）
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１．事業の概要
３・３・５６ 健康福祉村大袋線名 称

越谷市事業主体

当初 平成 8年 5月10日

最終決定 平成 8年 5月10日
計画決定

越谷市大字大道地内 ～ 大字北後谷地内起 終 点

4,550 ｍ ※越谷市内

25 ｍ（４車線）

計画延長

標準幅員

越谷市事業主体

越谷市大字砂原地内 ～ 大字南荻島地内事業箇所

約 1,980 ｍ事業延長

なし事業認可

■このうち、再評価の対象となる事業中区間は以下のとおり
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【幅員構成（イメージ）】
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＊図は計画決定時のものであり、変更となる場合があります。

（道路区部：４種１級）



【位置図（現況道路網）】
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【都市計画道路網】

←
至

春
日
部
市

→
至

草
加
市

5

西大袋土地
区画整理事業地

南
越
谷
駅

県民
健康
福祉村

越谷市役所

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

完成・供用済 事業中

未完成だが現道あり又は暫定供用済 未着手

健康福祉村大袋線
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２．整備の目的

都市計画道路健康福祉村大袋線は、都市計画道路大袋駅西口線から都市計画道路健康福祉村

戸塚線へと至る道路であり、市域西部の南北交通の要となるとともに、主要地方道越谷岩槻線

及び国道４号の渋滞を緩和する補完路として、また、災害時には、埼玉県の防災拠点である

「県民健康福祉村」への緊急輸送路として活用が期待されます。

現在、越谷市では、主要地方道越谷岩槻線から国道463号までの 1,980m  の区間について

整備を進めております。当該区間では、西大袋土地区画整理事業の進捗に伴い生活道路等への

車両の流入が増加しており、交通環境の改善が急務となっています。また、当該区間の沿線で

ある大字南荻島地内においては、「荻島地区産業団地」の整備が計画されており、更なる交通

量の増加が見込まれます。

このようなことから、 ① 市域西部の南北交通の円滑化

② 主要地方道越谷岩槻線及び国道４号の渋滞緩和、防災機能の強化

③ 都市計画道路の整備による周辺交通環境の改善

等を図るため、当該区間の早期完成に向け、事業に取り組んでいます。
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３．進捗状況（都市計画道路全体）

総延長4,550mのうち、都市計画道路大袋駅西口線から主要地方道越谷岩槻線までの890mの区間に

ついては、西大袋土地区画整理事業及び道路事業において概ねの整備を完了し、暫定的に供用を開始し

ています。
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890ｍ 1,980ｍ 1,680ｍ

事業進捗率 ※令和６年度末時点

完成延長ベース 約 19. 6％（ 完成延長 890 ｍ ／ 計画延長 4, 550 ｍ ）

荻島地区産業団地整備検討区域
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【完成区間の状況】
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３．進捗状況（事業中区間）

事業進捗率 ※令和６年度末時点

用地取得面積ベース 約 21. 8 ％（ 取得済面積 約 9, 383㎡ ／ 総面積 約 42, 967㎡ ）

事業費ベース 約 13. 7 ％（ これまでの事業費 約 9.3 億円 ／ 総事業費 約 67.9 億円 ）
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事業中区間については、国の補助事業として採択された令和２年から用地取得を行っており、現在も

継続中です。住宅など建物の移転を必要とする土地を優先して用地交渉にあたっています。

荻島地区産業団地整備検討区域



健康福祉村大袋線

県民
健康
福祉村

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

【事業中区間の状況】
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４．事業投資効果

【費用便益比（Ｂenefit／Ｃost）の算定】

＝
102億円

53億円≒
Ｂ／Ｃが１.０以上であることから、投資に対する十分な事業効果が見込まれます。

※国土交通省が発出する「費用便益分析マニュアル（令和7年8月）」に基づき､
費用（C）、便益（B）ともに現在価値に換算して算定しています。

1.9
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５．まとめ（今後の対応方針）

以上のことから、当該区間の供用に向けて、

事業を継続し、鋭意進めてまいります。

① 当該区間整備により、市域西部の南北交通の円滑化が図られると
ともに、主要地方道越谷岩槻線及び国道４号の渋滞緩和や、防災
機能の強化等、都市計画道路の機能が発揮される。

② 都市計画道路の整備により、周辺生活道路への交通流入が減少し、
地域の居住環境の快適性及び安全性が向上する。

③ 費用便益分析の結果、投資に対し十分な事業効果が見込まれる。
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ご清聴ありがとうございました。

越 谷 市

建設部 道路建設課


